










要約

1)三歳児健康診査に視覚検査が導入された平成 2 年 10 月から平成 4 年 12 月までに,帝京

大学医学部附属病院眼科外来の新来患者 22,130 名中の三歳児 846 名について,三歳児健康

診査で発見された児 424 名と三歳児健康診査以外で発見された児 422 名に分けて調査し

た。弱視は三歳児健康診査で発見されることが多く,斜視は三歳児健康診査以外で発見さ

れることが多かった。

2)保健所から受診票を持参した児を三歳児健康診査における視覚検査の導入前後で比較す

ると,斜視では差がなかったが,弱視は導入後著明に多く発見されていた。

3)三歳児健康診査において視力異常ではなく,眼位異常を指摘されたものの中にも弱視が

含まれているので,問診票の活用も重要である。

4)三歳児健康診査における視覚検査は,視覚異常すなわち弱視及び斜視の発見に大いに貢

献している。


